
公益財団法人原総合知的通信システム基金主催特別セミナー                                     ２５３８８ 

【デジタル庁／内閣府／警察庁／総務省／国交省／経産省／トヨタ／日産／ソニー・ホンダモビリティ／TIER IV】 

自動運転、スマートモビリティの最前線 2025 
  

日 時 
 

受講方法 
会 場 

2025 年９月８日（月） 午後１時～５時５０分 
2025 年９月９日（火） 午後１時～５時５０分 
会場受講／ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 
紀尾井フォーラム 千代田区紀尾井町４－１ ニューオータニガーデンコート１Ｆ 

 

【1 日目】９月８日（月） 午後１時～５時５０分 

Ⅰ．SIP 第 3 期「スマートモビリティプラットフォームの構築」について 【13：00～13：50】 

人・モノ・サービスの視点から、広範なモビリティ資源や新しいモビリティ手段を活用可能とするため、ハードとソフト双方のインフラとまち・地

域を一体化し、安全で環境にやさしく公平でシームレスな移動の実現を目指している。本講演では、研究開発の進捗について報告する。 

１．内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の概要 

２．「スマートモビリティプラットフォームの構築」の概要 

３．具体的な研究開発内容の紹介 

４．質疑応答／名刺交換 

内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 参事官（社会システム基盤担当）付 
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） スマートモビリティ PF 担当 政策調査員 小牧 真廣 氏 

Ⅱ．自動運転の実現に向けた警察庁の取組について 【14：00～14：50】 

自動運転技術は、交通事故の削減、渋滞の緩和等を図る上で有用と考えられることから、警察では、我が国の道路環境に応じた自

動運転が早期に実現されるよう、交通関係法規の見直し、実証実験の整備、技術開発等を推進している。本講演では、「戦略的イノベ

ーション創造プログラム（SIP）」の枠組みを活用した警察庁における技術開発について紹介する。 

１．警察における ITS の概要 

２．自動運転の実現に向けた警察庁の取組概要 

３．信号情報提供等に関する技術開発 

４．質疑応答／名刺交換 

警察庁 交通局 交通企画課 課長補佐 加藤 秀紀 氏 

Ⅲ．「交通空白」解消など「リ・デザイン」全面展開に向けた地域交通 DX の取組 【15：00～15：50】 

近年、人手不足や少子高齢化などの進展により、地域公共交通の持続可能性への懸念が高まっている。国土交通省では、「リ・デ

ザイン」や「「交通空白」解消本部」など様々な施策を打ち出し、地域交通の持続可能性、利便性、生産性向上を図り、「移動の足」や

「観光の足」の確保を進めている。本講義では、このような問題意識を踏まえた国土交通省の新たな取組「地域交通 DX」

（COMmmmONS）のコンセプトやビジョンについて解説する。 

１．MaaS 

２．地域交通 DX 

３．データ活用 

４．質疑応答／名刺交換 

国土交通省 総合政策局 モビリティサービス推進課 総括課長補佐 内山 裕弥 氏 

Ⅳ．自動運転の民主化 
オープンソースが拓くスマートモビリティの未来：自動運転の社会実装に向けたティアフォーの挑戦  

【16：00～16：50】 

ティアフォーは「自動運転の民主化」をビジョンとして掲げ、オープンソースを活用した自動運転の開発と社会実装を進めてきました。本

講演では、最新の技術動向や国内外の実証事例を交えながら、社会課題の解決に向けた取り組みと今後の展望についてご紹介します。 

１．オープンソースプラットフォーム「Autoware」の概要と国際展開 

２．自動運転の社会実装に向けた取り組み事例（公道・私有地・ロボタクシーなど） 

３．技術開発と社会課題解決の両立に向けた官民連携の可能性 

４．質疑応答／名刺交換 

株式会社ティアフォー CEO 室 執行役員 CSO 新海 正史 氏 

Ⅴ．モビリティ分野の AI・データサイエンスの取り組み 【17：00～17：50】 

昨今、車両から収集した大量のデータに基づき、AD・ADAS の開発を加速させる取り組みが加速している。また、コネクティッドカーと

呼ばれる通信機能を持つ自動車から、大量の運転操作・車両挙動、画像等のデータを収集、解析して新たなサービスを実現する取り

組みが行われている。本講演では、研究開発・先行開発の立場から、こうしたモビリティ AI・データサイエンス分野の取り組みと今後の

展望について紹介する。 

１．取り組み背景 

２．AD/ADAS のデータドリブン開発に向けた取り組み 

３．車両データの解析・活用事例 

４．今後の展望 

５．質疑応答／名刺交換 

トヨタ自動車株式会社 デジタル情報通信本部 InfoTech 主査／プリンシパル・リサーチャー 福島 真太朗 氏   



 

【2 日目】９月９日（火） 午後１時～５時５０分 

Ⅰ．「モビリティ・ロードマップ 2025」のご紹介  【13：00～13：50】 

デジタル庁では自動運転の社会実装に向けて目指すべき方向性を、令和 7 年 6 月 13 日に「モビリティ・ロードマップ 2025」として取

りまとめた。本講演では「モビリティ・ロードマップ 2025」に記した基本的な考え方と必要な施策について紹介する。 

１．需給一体となったモビリティサービスの再設計を行う「交通商社機能」 

２．先行的事業化地域の選定及び各府省庁施策の集中投入 

３．質疑応答／名刺交換 

デジタル庁 国民向けサービスグループ モビリティ班 統括官付参事官付 主査 関口 祐太 氏 

Ⅱ．自動運転の社会実装に向けた情報通信インフラに関する総務省の取組 【14：00～14：50】 

国内外で自動運転の開発や各地域で実証等が進展する中、自動運転レベル 4 の社会実装に必要な通信環境確保のため、総務省

では、関係省庁等とも連携し、携帯電話網や ITS システムなど、様々な通信技術を活用した自動運転に関する実証などの取組を進め

ている。本講演では ITS・自動運転に係る現状と総務省の取組について紹介する。 

１．自動運転の社会実装に向けたデジタルインフラ整備の状況 

２．V2X 通信及び V2N 通信に関する取組  

３．新東名高速道路等における実証に関する状況 

４．質疑応答／名刺交換 

総務省 総合通信基盤局 電波部 移動通信課 新世代移動通信システム推進室 課長補佐 林 祐二郎 氏 

Ⅲ．自動車産業における AI・デジタル技術による変革と政府の取組について 【15：00～15：50】 

経済産業省では、官民での議論を深め、SDV や自動運転、MaaS 等、DX 全体を貫く「モビリティ DX 戦略」を昨年 5 月に策定した。

戦略策定後も DX を取り巻く環境は大きく変化しているため、今年６月に戦略の更なる強化に向けたアップデートを行った。本講演で

は「モビリティ DX 戦略」のアップデート内容を中心に、経済産業省の取組を紹介する。 

１．モビリティ DX 戦略の策定（2024 年）について 

２．モビリティ DX 戦略のアップデート（2025 年）について 

３．質疑応答／名刺交換 

経済産業省 製造産業局 自動車課 モビリティ DX 室 課長補佐 染谷 智之 氏 

Ⅳ．AFEELA における新しい価値基準の創造 【16：00～16：50】 

ソニー・ホンダモビリティが先端 AI およびセンシング技術を活用し実現する運転支援技術やデジタルコックピット、および表現のため

のゲーム由来技術の活用方法と現状についてご紹介いたします。 

１．AFEELA がめざす世界観 

２．AFEELA Intelligent Drive 

３．AFEELA Personal Agent 

４．ゲームエンジンを使ったデジタルコックピット 

５．質疑応答／名刺交換 

ソニー・ホンダモビリティ株式会社 E&E システムアーキテクチャ開発部 ゼネラルマネジャー 西林 卓也 氏 

Ⅴ．日産のモビリティ・サービス実用化へ向けた取り組み 【17：00～17：50】 

誰もが自由に移動できる社会の実現へ向け、オンデマンド技術や自動運転技術に取り組み、各地域のニーズに応じた移動手段の

提供を目指している。その中、福島県浪江町ではオンデマンド型乗合ミニバスにより移動サービス提供に取り組み、神奈川県横浜市で

は運転席が無人の状態での走行を行うなど、実用化を目指した取り組みを進めてきた。これらの活動内容を紹介する。 

１．実用化に向けたロードマップと実証実験の取組み 

２．自動運転を実現するための技術 

３．今後の地域実装へ向けた取り組み 

４．質疑応答／名刺交換 

日産自動車株式会社 総合研究所 モビリティ&AI 研究所 エキスパートリーダー 木村 健 氏 
  



 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  小牧 真廣（こまき まさひろ）氏 
 

  

交通信号や鉄道信号を取り扱う交通インフラメーカーにて総合職として従事し、2023 年 4 月より現職に至る。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  加藤 秀紀（かとう ひでのり）氏 
 

  

2018 年 警察庁入庁。サイバー警察局サイバー企画課を経て、2024 年 7 月より現職。UTMS（Universal Traffic Management 

Systems）や自動運転に関する技術企画を担当。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  内山 裕弥（うちやま ゆうや）氏 
 

  

Project LINKS テクニカル・ディレクター。PLATEAU アドボケイト 2025。 東京大学 工学系研究科 非常勤講師。東京大学 

空間情報科学研究センター 協力研究員。1989 年 東京都生まれ。首都大学東京、東京大学公共政策大学院で法哲学を

学び、2013 年に国土交通省へ入省。国家公務員として、防災、航空、都市など国土交通省の幅広い分野の政策に携わる。

法律職事務官として法案の企画立案や法務に長く従事する一方、大臣秘書官補時代は政務も経験。2020 年からは Project 

PLATEAU のディレクターとして立ち上げから実装までを一貫してリード。2023 年 7 月からは Project LINKS を立ち上げ。

2024 年 4 月から現職。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  新海 正史（しんかい まさし）氏 
 

  

大手損害保険会社に入社後、自動車メーカーやサプライヤーとの協業企画を担当。自動運転の社会実装に向けた産官学

連携や実証実験を推進する中で、ティアフォーとの資本業務提携を取りまとめ、自動運転技術に対応したインシュアテックソ

リューションを多数リリース。2023 年よりティアフォーに参画し、事業の加速的成長と持続可能な発展を目指す戦略的投資案

件をリードするほか、その基盤となるアライアンス構築を担当。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  福島 真太朗（ふくしま しんたろう）氏 
 

  

電機メーカーとそのシンクタンクでの多数の業界、業務における機械学習、データサイエンス、金融工学等の研究開発、

コンサルティング業務を経て、現在、トヨタ自動車にて、コネクティッドカーや自動運転車等から収集される運転操作・車両

挙動データ、画像データ等の解析や活用に関わる研究開発に従事。また、滋賀大学データサイエンス・AI イノベーション研究

推進センター 特任准教授の任務や、産業技術総合研究所 機械学習品質マネジメント検討委員会委員として機械学習

品質マネジメントガイドラインの策定も実施。博士（情報理工学）。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  関口 祐太（せきぐち ゆうた）氏 
 

  

自動車メーカーにてエンジン・トランスミッションの開発試験を経験し、その後、安全運転普及活動、渉外活動に従事。2024 年

6 月にデジタル庁入省。自動運転の普及に向けたロードマップの策定や交通分野のデータ連携などの業務に従事。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  林 祐二郎（はやし ゆうじろう）氏 
 

  

2016 年 総務省入省。以来、情報通信技術の研究開発支援、電気通信分野の競争政策、高度道路交通システムの推進、

日本の無線技術の国際標準化等を担当。2024 年から現職にて ITS・自動運転などに関する通信政策に従事。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  染谷 智之（そめや ともゆき）氏 
 

  

東京大学法学部卒、2018 年経済産業省入省。5G やデジタル庁創設、キャッシュレス推進、バイオ産業振興など、主にデジ

タル領域や新産業領域での政策企画・立案を担当し、2025 年 1 月より現職。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  西林 卓也（にしばやし たくや）氏 
 

  

NEC を経て 2001 年にソニー株式会社（現ソニーグループ株式会社）入社。ソフトウェアプロジェクトリーダー・システムアー

キテクトとして VAIO、デジタルカメラの設計に従事。Android タブレット・スマートフォンにおいてプラットフォーム・セキュリティ

機能担当マネージャとして従事後、エンタテインメントロボット aibo/poiq、空撮用ドローン Airpeak のソフトウェア開発を統括。

並行して電気自動車プロトタイプ VISION-S の OTA を含めたセキュリティデザインを担当。2022 年 12 月より現職。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  木村 健（きむら たけし）氏 
 

  

1991 年 日産自動車入社。研究部門、技術開発部門にて、シャシー制御システムおよび運転支援システムの研究開発に

従事し、2009 年に「反力制御機能付きアクセルペダルによる車間維持支援システム」にて日本機械学会賞を受賞。また、

2013 年には日産独自の「ダイレクト・アダプティブ・ステアリング」を実用化した。2016 年以降は市街地における自動運転技術

の研究に取り組み、自動運転を活用したモビリティ・サービスの実証実験等を実施。2023 年より現職。   
  



 
●受  講  料 【9 月 8 日と 9 日 両日お申込の場合】各受講方法  １名につき ４４，０００円（税込） 

【9 月 8 日、又は 9 日 どちらか１日のみお申込の場合】 各受講方法 １名につき ３３，０００円（税込） 

※会場又はライブ配信受講者様で、【同一開催日】のアーカイブ配信もご希望の場合は 

各回につき追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 

 

 

 

二次元バーコード、又は FAX にてお申し込み下さい。 

折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）をメール（PDF）にてお送りいたします。 

お申込み後、３営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 

（セミナー会場にて受講される方は受講証画面を提示、もしくはプリントアウトしてご持参ください） 

※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので、お申し込み後、弊社からご連絡するメールにご返信下さい。 

■ライブ配信について ＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 ＜２＞お申込時にご記入いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と

ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、開催日時に Zoom へご参加ください。 

■アーカイブ配信について ＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 ＜２＞お申込時にご登録いただい

たメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 ＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合

の良い時間にご視聴頂けます。  

９月８日（月）・９日（火）          「自動運転、スマートモビリティの最前線」          申込日   月   日  

貴 社 名  

所 在 地 
〒 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ９月８日（月） ☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

☐ ９月９日（火） ☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ９月８日（月） ☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

☐ ９月９日（火） ☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。   

通 信 欄   
  

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 
□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 

※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazon ギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご郵送先（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職）をご記入下さい。   

■主催 公益財団法人 原総合知的通信システム基金 
■事務局（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 
〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 

 ※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。             
  ２５３８８－V  

  

詳細・お申込はこちら↓ 

 


